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序章
だれもが暮らしやすく豊かなくまもとの実現をめざして

この章のポイント：
・ はじめに
・ このガイドラインの性格
・ 身近な建物のユニバーサルデザイン
・ ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の基本的な考え方

１　はじめに

　本県では、全国に比べ、高齢化が進んでおり、本
格的な少子高齢社会を迎えています。
　また、人々の価値観やライフスタイルの多様化
に伴って、子育てをしながら社会活動に参加する
人が更に増えていくことが予想されます。
　４人に１人が高齢者という社会では、建物の利
用者の多くが高齢者ということも考えられるた
め、年齢とともに低下する身体機能を感じさせな
い配慮や介護のしやすさに配慮した建物づくりが
必要となってきます。　　
　また、乳幼児や小さな子どもと一緒でも安心し
て使える建物が求められるともに、男女共同参画
社会を形成していくうえでは、男性でも乳幼児や
介護を必要とする人と一緒に行動する場合の配慮
が必要となってきます。
　ノーマライゼーション※1（normalization）の実現
に向けて、障害のある人もこれまで以上に社会活
動に参加しやすい建物づくりが求められます。
  多数の人が利用する建物は、高齢や障害のため
体の自由のきかない人、大きな荷物を持った人、妊
婦さん、乳幼児と一緒の人など様々な人の利用が
想定されます。多くの人が安心して社会活動に参
加でき、自らの力で毎日の生活を送ることができ
るよう、ＵＤによるまちづくりが求められていま
す。
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　高齢者、障害のある人、小さな子どもと一緒の人などにとって、外出先での使いやすいトイレの有無は、外出そ
のものを左右する問題といえます。外出先のトイレのニーズについて、次のような調査例があります。

高齢者とトイレ高齢者とトイレ高齢者とトイレ高齢者とトイレ高齢者とトイレ

　高齢者の外出に対する意識を「高齢者の日常生活に関する意
識調査（平成１１年総務庁調査）」でみると、外出に前向きな人が
大多数（調査では８割）を占めています。
　高齢者が使いやすいトイレを設置して欲しい建物は、病院、
駅、スーパーなど日常生活に密着した建物で要望が多いことが
わかります。

高齢者が外出先で使いやすいトイレを�
設置してほしい建物（複数回答）�

高齢者の外出時におけるトイレ利用に関するアンケート�
　　（平成11年／n=80）�
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障害者とトイレ障害者とトイレ障害者とトイレ障害者とトイレ障害者とトイレ

　身体障害者が使いやすいトイレを設置して欲しい建物は、駅、
レストラン、デパートなど高齢者と同じように日常生活に身近
な建物で要望が多いことがわかります。
　また、トイレ設備については、オストメイト（人工肛門・人工膀
胱造設者）の排泄物処理のための設備や重度の障害者の着替え
のためのベッド等の設置の要望が多くなってきています。

乳幼児や子どもと一緒に使用するトイレ乳幼児や子どもと一緒に使用するトイレ乳幼児や子どもと一緒に使用するトイレ乳幼児や子どもと一緒に使用するトイレ乳幼児や子どもと一緒に使用するトイレ
乳幼児や子どもと一緒に外出する機会が増加していますが、
　「おむつ替えや授乳場所が欲しい」、
　「ベビーカーを置く場所があれば便利」、
　「２人以上の子どもと一緒でも安心して使えるスペースが欲
しい」、
　「親子連れは荷物が多いので荷物を置く台が必要」
　などの要望が多く寄せられています。
　調査では、駅、ファミリーレストラン、デパート、スーパー、
ファーストフード店などが外出先のおむつ替えや授乳で困っ
た場所として挙げられています。

出典：バリアフリーハンドブック
　　　（東陶機器㈱）

□トイレに関する多様な利用者ニーズ
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　ユニバーサルデザイン（ universal design ）と
は、年齢、性別、国籍（言語）や能力などに関係なく、
だれもが利用しやすい製品、建物、環境を最初か
らデザインすることを意味しています。また、情
報、サービスやコミュニケーションも含む「すべ
ての人が生活しやすい社会のデザイン」といった
広い概念として使われています。
　建物におけるＵＤでは、建物全体をだれもが
普通に利用できること、使い方の自由度が高い
こと、設備機器等の使い方が簡単ですぐわかる
こと、必要な情報がすぐ理解できること、うっか
りミスや危険につながらないデザインであるこ
と、無理な姿勢をとることなく、少ない力で楽に
使用できること、アクセスしやすいスペースと
大きさを確保することなどが求められます。　

２ このガイドラインの性格

 くまもとユニバーサルデザイン振興指針� 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての人のためのまちづくり� 
（１）�公共的施設・建築物� 
（２）�交通機関・施設� 
（３）�道路�（�歩車道�）� 
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（５）�商空間（商店街等）� 
（６）�憩いの空間（公園等）� 
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 もの（ものの生産から流通・普及）� 
すべての人のための情報・サービスづくり� 
 （１）情報伝達� （２）サービス� （３）就業環境� 
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　このガイドラインは、平成１４年２月に作成
した「くまもとユニバーサルデザイン振興指針」
を受け、公共施設をはじめ、多数の人が利用する
民間の建物について、ＵＤによる設計の進め方、
考え方、参考となる基準等を示しています。
　建物づくりの計画段階から、利用者の意見を
聴き、設計に活かしていくことを重視しており、
公共的な建物だけではなく、民間の建物でも、ま
た、規模の大きな建物だけではなく、日常的に利
用する身近な建物の計画でも十分活かすこと
ができます。
　ＵＤについては、今後とも更に研究が進み、利
用者ニーズの変化に応じて新たな考えが示さ
れていくものと思われます。
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　にぎわいのあるオープンカフェで過ごす時間は、
楽しいものです。バリアフリーが進み、車いすでの
利用が可能なお店が増えてきましたが、指定された
場所や特別な設備でしか利用できない場合、周囲が
気になり、楽しい時間を過ごすことができないこと
が考えられます。
　建物のバリアフリー化だけではなく、みんなが気
持ちよく利用するための配慮も必要となります。

３　身近な建物のユニバーサルデザイン（ＵＤ）
　ＵＤによる配慮は、日ごろ私たちが利用する日常的な施設で求められています。特別な設備を
設けることで解決するのではなく、いろいろな生活の場面を考え、建物の設計を工夫していくこ
とから始まります。

（（（（（３３３３３）））））車車車車車いいいいいすすすすすででででで喫喫喫喫喫茶茶茶茶茶店店店店店ににににに入入入入入れれれれれたたたたたけけけけけどどどどどなななななんんんんんだだだだだかかかかか落落落落落ちちちちち着着着着着かかかかかななななないいいいい

使い方の自由度が高いオープンカフェ(びぷれす熊日会館内)

（（（（（２２２２２）））））案案案案案内内内内内サササササイイイイインンンンンはははははあああああるるるるるけけけけけどどどどど、、、、、目目目目目的的的的的ののののの場場場場場所所所所所がががががわわわわわかかかかからららららななななないいいいい。。。。。

（（（（（１１１１１）））））扉扉扉扉扉ががががが重重重重重くくくくくててててて開開開開開かかかかかななななないいいいい。。。。。外外外外外ははははは雨雨雨雨雨。。。。。
　建物の出入口は、外部の気候変化の影響を低減
し、室内環境を一定に保つために気密性や遮水機能
が求められますが、だれもがスムーズに移動できる
よう配慮を行う必要があります、
出入口は、自動ドアとし、雨やどりや傘がさせるよ
うに大きな庇を設けるなどの配慮が必要です。

　案内サインはあるけど、見方が良くわからないと
いった経験はありませんか。建物内部の場所を知らせる
案内サイン、場所の方向を示す誘導サインなどの情報サ
インは、必要な情報を順序よく整理して、伝える内容や
方法を検討し、複雑な表現は避けるなどだれにでもわか
りやすく工夫する必要があります。
文字や絵による視覚情報サインだけでなく、音響案内や
点字情報サインなども検討する必要があります。 利用目的別に色分けされた、わかりやすいサイン

（運転免許センター）

雨天時も快適に利用できる玄関前屋外通路
(びぷれす熊日会館内)
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（（（（（４４４４４）））））右右右右右手手手手手ににににに赤赤赤赤赤ちちちちちゃゃゃゃゃんんんんん、、、、、左左左左左手手手手手ににににに荷荷荷荷荷物物物物物。。。。。トトトトトイイイイイレレレレレはははははどどどどどうううううしししししよよよよよううううう
　まち中には、乳幼児や小さい子どもと一緒のお父
さんやお母さんもいます。右手に赤ちゃん、左手に
大きな荷物、トイレはどうしようと困った経験はあ
りませんか。洗面所では、バックを小脇に手を洗う
光景を目にしますが、棚があれば、気持ちよく使う
ことができます。

　乳幼児と一緒に行動するとき必要なのが授乳や
おむつ替えができる部屋です。多くの人が利用する
建物では、安心して利用できる授乳室の設置が求め
られています。
　授乳室は、男性が利用することも考えて、母乳を
与える母親のプライバシーへの配慮が必要になり
ます。

（（（（（５５５５５）））））ミミミミミルルルルルクククククをををををあああああげげげげげたたたたたりりりりり、、、、、おおおおおむむむむむつつつつつををををを替替替替替えええええたたたたたいいいいいけけけけけどどどどど

　楽しいショッピングも長時間になると疲れてき
ます。「疲れ」を感じると買い物の意欲も失われてき
ます。楽しい時間を過ごすには、座りたいと思った
ときに、ゆっくりできる休憩スペースがあれば、楽
しいショッピングを続けることができるものです。

（（（（（６６６６６）））））疲疲疲疲疲れれれれれたたたたたととととときききききにににににゆゆゆゆゆっっっっっくくくくくりりりりりででででできききききるるるるる空空空空空間間間間間ををををを

授乳室の奥に設けられた個室(鶴屋百貨店東館)

休憩したくなるスペースの確保（びぷれす熊日会館）

洗面所に設けられたベビーシート（パレア）
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((((( １１１１１))))) サインに頼らない計画をサインに頼らない計画をサインに頼らない計画をサインに頼らない計画をサインに頼らない計画を

　体系的に整備された情報提供設備などによ
る優れたサイン計画はＵＤの観点から極めて
重要な要素となります。
　しかし、サインがなくても自然とわかる空間
づくりができていることが望ましい建物であ
るといえます。
　建物の用途が複合化し、複雑になるほどサイ
ンに頼る度合いは大きくなりますが、初めから
アクセスしやすいアプローチを考え、わかりや
すいゾーニング（※１）や動線計画を行うこと
で、できるだけサインに頼らない計画が可能と
なります。

　ＵＤでは、だれもが同じように利用できるこ
とが重要なため、障害のある人とない人の動線
を違えたり、障害のある人のために特別な設備
を設けたりするのではなく、自然な行動の中で
できる限り多くの人が使いやすい計画にするこ
とが必要です。　
　また、緊急時にしか利用しないような階段も
普段の動線からわかりやすい位置に設けておく
ことが防災計画上に極めて重要なことです。

((((( ２２２２２))))) みんなが同じ動線でみんなが同じ動線でみんなが同じ動線でみんなが同じ動線でみんなが同じ動線で

４ ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の基本的な考え方

内部空間が一目でわかる建物構成
(国際障害者交流センター（ビッグアイ）)

みんなが同じ動線となるアプローチ（運転免許センター）

※１ ゾーニングとは、建物の利用のされ方や目的などに応じて、あるまとまりごとに空間領域を分けることです。
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((((( ３３３３３))))) 人の動作を考える人の動作を考える人の動作を考える人の動作を考える人の動作を考える
  利用者別の行動特性と設計上配慮すべき事
項については、下表のように考えられ、ＵＤに
よる企画、設計等の基本となります。具体的な
設計に際しては、デザインを工夫して１つの形

状で対応したり、利用者に応じて容易に形状が
可変できるものとしたり、あるいは選択可能な
複数の形状のものを用意する等、いろいろな面
からの検討が必要です。

利用者のタイプ� 主な症状、状態� ＵＤの着目点�

肢体不自由者�

高　齢　者� 上　肢�

体　幹�

下　肢�

手や指による�
　操作ができない・届かない�

座位・起立位が保てない�
　　　　　　　車いす（介助）�

歩けない・歩きにくい�
　　　　　車いす、杖の利用等�

窮屈で入れない�

ケガなどによる�
一時的不自由者�

子どもを抱いた親�

ベビーカーと親�

赤ん坊・子ども�

荷物を持った人�

妊　　　　　婦�

視覚不自由者�

内部機能障害者�

精神障害者�

外　国　人�

聴覚・言語�
不自由者�

弱　視�

全　盲�

聾　唖�
難　聴�

言　語�

内臓弱�

知的障害者�

痴　呆�

視覚による状況認識が困難�
（移動・操作）�

聴覚による状況認識が困難�

音声等により意志を伝えにくい�

疲れやすい�

疲れやすい�

生活行動の制限�
（透析患者・トイレが近い）�

判断力・理解力が弱い傾向にある�

対人関係が苦手�

日本語表記では判断できない�

ライフスタイルの違い�

音声誘導（放送）�

触覚誘導（点字表示）�

視覚誘導（サイン）�

色彩計画・照明計画�
（やさしさ・明瞭さ）�

座って休むところ�

近いトイレ�

分かりやすさ�

外国語のサイン�

トイレ・椅子�

ソフトでの対応�
（マンパワー・補助器具提供）�

〔情報〕�

〔情報〕�

〔情報〕�

〔情報〕�

〔情報〕�

〔移動〕�

〔移動〕�

〔移動〕�

〔移動・生活〕�

〔生活〕�

〔生活〕�

〔生活〕�

〔生活〕�

〔生活〕�

〔情報〕�

〔生活〕�

〔生活〕�

〔共通〕�

操作のしやすさ�
（釦、取手、特殊機器）�

自動化（自動扉・自動水洗）�
　　　　（音声反応）�

荷物置き場の用意�

手すり�

床段差の解消�

�

やさしいディテール�
（危険防止）�

機械力�
（EV・特殊昇降設備）�

適度な広さ（車いす対応）�
全
　
　
　
て
　
　
　
の
　
　
　
人�

□利用者のタイプと配慮事項
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  また、車いす使用者のトイレ内での行為から
設計上の課題を整理すると下表のようになり、
車いす使用者でない人でも使いやすい設備等
につながります。

排便・排尿行為�

大　便�
小　便�

洗面行為�
洗　　面�
化　　粧�
小物洗浄�

●場所がわかりやすい�
　サイン�

●確認しやすい表示�

●車いすを止めるスペース�

●荷物を置くスペース�

●移乗のための設備�
　（手すり・専用便器）�
●移乗しやすいレイアウト�

●蓄尿器やカテーテル等�
●棚の設置�

●手すりの設置�
●背もたれの設置�

●手すりの設置�
●背もたれの設置�

●体を保持する�
●脱臭�
●紙巻器�

ブ
レ
ー
キ
を
ロ
ッ
ク�

●
介
護
ス
ペ
ー
ス
の
確
保�

●汚物流し�
●洗面器�

●移動できる�
　スペース�

ブ
レ
ー
キ
を
ロ
ッ
ク�

●操作しやすい�
　スイッチと位置�
●開けやすいドア�

●出入口の�
　有効幅の確保�

●操作しやすい�
　スイッチと位置�

●便器横手洗器の�
　設置�

●紙巻器�
●温水洗浄機能付便座�

●手が届く位置にスイッチ�
●操作しやすいスイッチ�

●手すり�

●ドアの有効幅の確保�
ブ
レ
ー
キ
を
ロ
ッ
ク�

ブ
レ
ー
キ
を
ロ
ッ
ク�

ブ
レ
ー
キ
を
ロ
ッ
ク�

●開けやすいドア�
●操作しやすいスイッチと�
　位置（自動ドア）�
●段差がない�
●自動照明・換気�

●移動のためのスペース�
●すべらない床�
●凹凸のない床�
●照明が明るいこと�

●閉めやすいドア�
●操作しやすいスイッチと�
　位置（自動ドア）�
●施錠しやすいもの�

●操作しやすい水栓金具�
●見やすい鏡�

●使いやすいペーパー�
　タオルホールダー�
●温風乾燥機�

●アプローチしやすい器具�
●使用しやすいスペース�
●膝が洗面台の下に入る�

●操作しやすい水栓金具�

●荷物を置くスペース�

する� しない�

便器までの移動�

便器の前で止まる�

荷物を置く�

便器への移乗�

便器への移乗� 補助具を出す�

脱衣� 排尿・排便�

排便・排尿�

体を保持する�
介
　
　
助�

補助具の後始末�

補助具をしまう�

出口へ移動�

手（顔）を拭く�

化
粧
直
し�

手（顔）を洗う�

小物を洗う�

荷物をおく�

洗面台の前で止まる�

洗面所への移動�

ドアを開ける�

ブースから出る�

ドアを閉める�

手洗い�

手洗い�着衣�

便器洗浄� 便器洗浄�

尿を捨てる�

後始末�

車いすに移乗�

トイレに行く�

空いているか確認�

ドアを開ける�

ブースに入る�

ドアを閉める�

□車いす使用者のトイレ内の行為と配慮事項

出典：バリアフリーハンドブック
　　　（東陶機器㈱）



9

序章

((((( ４４４４４))))) 安全で快適に安全で快適に安全で快適に安全で快適に安全で快適に

①①①①①防災避難防災避難防災避難防災避難防災避難
　高齢社会やノーマライゼーションの進展などで、建物を
利用する人の平均像が大きく変わり、緊急時の情報の認知
能力、判断能力、行動能力を改めて考える必要があります。
　つまずく、すべる、はさまる、転倒するといった危険性
を排除することはもとより、だれにでもわかりやすい誘
導案内方法の採用、車いす使用者や足腰の弱った人が安
全に避難するための一時的に待機できるスペースの確保
など、より安全性の高い避難計画を立て、設計に取りいれ
ることが大切となってきます。

②②②②②健康的な生活を営む健康的な生活を営む健康的な生活を営む健康的な生活を営む健康的な生活を営む
　ＵＤによる建物づくりでは、利用のしやすさや使い勝手
にとらわれがちですが、気候や自然環境との調和や利用も
大切です。夏の日差しを遮るための軒やひさしを設けるこ
とや通風や換気を考えた開口部等を設けることは、「夏涼し
く、冬暖かい」建物づくりの基本であるとともに、省資源、省
エネルギーのうえからも大切なことです。
　また水の再利用や雨水利用など水資源の有効利用、緑地
の保全、植裁による緑化など自然環境への配慮も大切なこ
とです。
　さらに、木材の利用など自然素材の利用により、健康的で
安らぎを与える生活空間をつくることも重要なことです。

屋上緑化と木材の多用等により環境に
配慮したトイレ（草千里公衆トイレ）

写真家：宮井政次

車いす使用者の避難経路に
バルコニーを活用した例

(ビッグアイ)

③③③③③コミュニティとアメニティコミュニティとアメニティコミュニティとアメニティコミュニティとアメニティコミュニティとアメニティ
　市街地においては、特にアメニティの創出やコミュニ
ティの形成に配慮することが大切です。道路空間と一体
となった緑地や小公園（ポケットパーク）を設け、少しの
間、だれもが憩え、人々と交流できる空間を創出していく
ような配慮が必要です。
　また「くまもとカラーガイド」等を活用し、周辺環境と
建物との調和を図ることも必要です。 敷地内に公開空地を設けた例（九州電力熊本支店）

（屋上緑化の状況）


